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多い I-12-SFの６～８年生時における平均値は 4.1kgであり，PTに比較して 44％高かった． 
葉面積１㎡当たりの収量も，主枝数の多い区の方が高い値で推移した．６～８年生時にお
ける I-12-SF の平均値は 1.8kg であり，これは PT に比較して 35%高い値であった． 
収量効率（Yield efficiency）も，主枝本数の多い区の方が高い値で推移した．６～８年生














































 全ての樹体を３本主枝で構成した慣行法（PT＋3-SF）に比較して，３本主枝と 12 本主
枝の間伐樹で構成した場合（PT＋I-12-SF）は，ＬＡＩと樹冠占有面積率の増加が速く，こ
れに伴って 10a 当たりの収量増加も速かった．植え付け６年目（７年生時）の収量は，慣
行法が 3.8ｔ／10a であったのに対して，PT＋I-12-SF では 5.1ｔ／10a に達した． 
 
 以上の結果より，全ての樹体を一律に３本主枝の樹形に整枝する慣行栽培法に比較して，
主枝数が極端に多い整枝法を間伐樹に適用することにより，早期増収が可能であった．主枝
数の追い整枝法の樹体は，単に樹冠拡大や収量増加が速いだけでなく，果実生産効率が高か
った．これは幼木時の整枝法の違いが，樹形や樹冠の大きさのみならず，光合成産物の乾物
分配に差をもたらしたことを意味しており，幼木に対する整枝せん定法を検討する上で，参
考にすべき結果であると考えられた． 
